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アカウミガメ（Caretta caretta Linnaeus 
1758）は世界中の温帯から亜熱帯にかけて分布

する大型の海棲爬虫類である．本種の繁殖生態

に関する知見は産卵のために上陸してくる雌

を中心に集積されてきた．しかし，産卵期以外

の雌や雄，さらに未成熟個体と接する機会は限

られており，それらに関する生態学的知見も限

られ，絶滅の危機に瀕している本種の保全対策

を講じる上でも支障をきたしている．そこで，

本研究では混獲されたアカウミガメの成熟し

た個体と成熟前の個体を調べて，雌雄の成熟に

いたるサイズや形態の分化，さらに精子や卵の

産生能の獲得について明らかにした．また，こ

れまで知見が限られていた交尾期についても，

雄の精子の貯蔵状態より検討した． 
 
材料と方法 

2003 年６月から 2006 年 10 月までの間に高

知県室戸市にある大型定置網で混獲された 56
個体，島根県沖の巻網にて混獲された４個体，

及び鹿児島県奄美大島に漂着した 1個体の合計

61 個体の死亡個体と，同じく室戸の大型定置網

で混獲された生体の 68 個体を用いた． 
これらの標本はすべて標準直甲長（SCL），

直甲幅（SCW）を計測し，可能な限り尾長（TL）
と体重（BWt）も計測した．死亡個体について

は解剖を行い生殖腺の形態から性を判別した．

すなわち，生殖腺の全体の形態がヒダ状に広が

り表面には肉眼で卵胞の見られるものを卵巣，

表面が滑らかでヒダ状でないものを精巣とし

た．解剖個体は雌であれば陰核長（CL），卵巣

重量（OWt），最大の卵胞直径（FD），輸卵管

最大幅（OdW）を可能な限り計測し，黄体，白

体，総排泄腔の輸卵管開口部の膜の有無を観察

した．雄であれば陰茎長（PL），精巣重量（TWt），
精巣上体重量（EWt）を計測し，総排泄腔の輸

精管開口部の膜や精巣及び精巣上体，総排泄腔

内の精子の有無やその密度を記録した．また，

生体 68 個体のうち SCL と TL から雄と判別で

きた 29 個体については，総排泄腔内の粘液中

の精子の有無を調べた． 
解剖個体は，雌では未成熟と成熟の二段階，

雄では未成熟，成熟過程，成熟の三段階に分類

した．すなわち，黄体・白体が見られない未排

卵個体を未成熟雌，それらが見られる個体を成

熟雌，尾部の伸長が始まらない雄を未成熟雄，

尾部伸張は始まっているが精子の量が少ない

個体を成熟過程の雄，精子量が十分であるか，

尾部伸張の著しい個体を成熟雄とした． 
 
結果と考察 
１．試料のサイズ 
 死亡個体の内訳は雌が 39 個体，雄が 22 個体

であった．これらの SCL と BWt は，雌ではそ

れぞれ 745±56mm（n=39, range:636-919）と

60±11kg（n＝24, range:46-89），雄では 772
±69mm（n=22, range:686-944）と 69±21kg
（n=10, range:46-107）であった．また，生体

68 個体のうち雄と判断した 29 個体の SCL は

811±58mm（n=29, range:718-916），BWt は
76±14kg（n=26, range:53-110），TL は 304
±74mm（n=29, range:175-435）であった． 
２．形態の性差 

本種の相対成長の性差を見るため，SCL と

SCW，BWt，TL の関係を調べたところ，SCL
に対する SCW，BWt には性差が認められなか

ったが， TL には性差が認められた．SCL に対

する TL の回帰直線をそれぞれ雌雄で求めたと

ころ，その交点は SCL 699mm，TL 110mm と

なった．雄は SCL が凡そ 700mm になると尾

が急速に伸長し，形態の分化が起こることが示

された（図１）． 
SCL に対する PL や CL の関係でも，TL の 
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図１．SCL と TL の回帰分析．回帰直線と 95％信頼区間． 



場合と同様に SCL 700mm を超えると PL は

CL よりも相対的に大きくなった．つまり，雄

の TL の伸長が始まるのと同時に PL の伸長も

始まり，SCL 700mm 程度から雄は成熟過程に

入ると示唆された．また，雌の OWt，FD，OdW
の値も SCL 700mm を超えると変化が見られ

た． 
３．生殖腺の観察 

35 個体の雌の卵巣を観察した結果，５個体で

黄体と白体を確認し，排卵経験がある，すなわ

ち成熟していると判断できた．また，この５個

体は輸卵管内に卵殻で覆われた卵があり，近く

産卵に至ると考えられた．成熟個体の SCL の

範囲は 780-919mm（n=5）であり，排卵経験

のない個体の SCL の範囲は 636-810mm（n= 
33）であった．成熟個体の最小が 780 mm，排

卵経験のない個体の最大が 810 mm であった

ことから，雌が排卵，産卵を開始する SCL は

800mm 付近であると推察された．しかし，日

本の各地で産卵する個体の SCL の最小は，和

歌山県千里海岸で693mm，宮崎海岸で700 mm
であることを含めると，北太平洋のアカウミガ

メは SCL 700-800mm で順次成熟し，その範囲

では未成熟個体と成熟個体が混在することが

明らかになった． 
雄では 16 個体中６個体の精巣，精巣上体か

ら精子が確認され，その SCL は 828±54mm
（n=6, range:743-877），TL は 180，435，440 
mm（n=3）であった．TL 及び PL の伸長が始

まった SCL 約 700mm の時点では精子産生は

行われておらず，精子産生は SCL743mm，

TL180mm 以上の個体で確認された．しかし，

SCL が 743，761mm の２個体の精子産生量は

ごく僅かで，繁殖をするのに十分とは言えなか

った．高密度の精子が見られた４個体は精巣重

量や精巣上体重量が相対的に重く，十分に成熟

した個体であると考えられ，その SCL は 865
±10mm（n=4, range:854 -877），TL は 435，
440mm（n=2）であった．これらの成熟雄では

総排泄腔内にも精子が見られ，精子が総排泄腔

に排出されていると考えられた．そこで，成熟

するSCL及びTLをより詳しく明らかにするた

めに，総排泄腔内の精子の有無を生体の雄 29
個体を加えて検討した．総排泄腔内から精子を

確認できた個体の SCL は 843±39mm (n=11, 
range: 785-902)であり，TL は 359±59mm 
(n=10, range: 240-440)であった．このことから，

精子が十分産生され総排泄腔に出てくるよう

な雄は SCL 約 800mm，TL 約 250mm から出

現し始め，SCL や TL は成熟後も大きくなるこ

とが示された． 
４．総排泄腔での精管，輸卵管開口部の形態 

雌では輸卵管開口部を覆う白い膜がある個

体とない個体が見られた．膜のある個体の SCL
は 735±36mm（n=21, range:667-795），膜の

ない個体の SCL は 834±52mm（n=5, range: 
780-919）であり，SCL は膜のない個体の方が

有意に大きかった（p<0.001, U-test）．また，

膜の有無を確認した成熟個体では 4個体すべて

で膜が消失していた．このことから，膜が消失

することで精子や卵が輸卵管開口部を通過出

来るようになると推察された．  
一方，雄の精管開口部にも同様の膜がみられ

たが，雄では成熟，未成熟を問わずすべての個体

に見られた．雄の膜が成熟後も消失しないのは，

pH や温度の影響を受けやすい精子を総排泄腔内

のし尿と隔離するためではないかと推察された． 
５．雄の精子産生と交尾の季節 

成熟雄５個体の精巣重量は 12 月から３月は

相対的に重く，５月に減少し，８月にはさらに

減少しており（図２），成熟雄の精子産生は精

巣重量が減少し始める 5月には活発ではなくな

ると推察された．精巣で産生された精子は一旦，

精巣上体に貯蔵されるが，12 月の精巣上体重量

は１月から５月に比べて軽く，12 月には精子が

まだ十分に貯蔵されていないものと思われた

（図２）．従って，精子産生は 12 月頃に開始さ

れると推察された． 
精子の産生は交尾期に合わせて行われるも

のであり，５月の個体では既に精巣は萎縮し始

めており，8 月の個体では精巣及び精巣上体中

に精子は見られなくなっていた．このことより，

交尾は産卵に先立つ時期に行われ，5 月から 8
月の間には終了すると推察された．一方，12
月には既に十分量の精子が精巣上体中に蓄え

られており，12 月には既に交尾をしている可能

性があった．  
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図２．成熟雄の TWt，EWt の季節的変化． ◆TWt，×EWt 
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１．序論 

アカウミガメ（Caretta caretta Linnaeus 1758）は爬虫綱(Reptilia)，カメ目(Testudines)，

ウミガメ科(Cheloniidae)，アカウミガメ属(Caretta) に属する大型の海凄爬虫類であり，世

界中の温帯から亜熱帯の水域に分布し（Dodd, 1988），大西洋ではアメリカ・ブラジルに，

地中海ではギリシャ・トルコ・キプロス・リビア・エジプト・シリア・イスラエルに，太

平洋では日本・オーストラリア東岸・ニューカレドニアに，インド洋ではオマーン・南ア

フリカ・モザンビーク・マダガスカル・インド・スリランカ・オーストラリア西部に主な

産卵場が見られる（Bolten and Witherington, 2003; Spotila, 2004）．産卵巣数の推移は大

西洋（Ehrhart et al., 2003），地中海（Margaritoulis et al., 2003），太平洋（Kamezaki et 

al., 2003; Limpus and Limpus, 2003），インド洋（Baldwin et al., 2003）でまとめられて

おり，繁殖の強度や個体群サイズを示す指標と成っている．アカウミガメは過去，各地で

産卵個体数の減少が報告されており（Ross, 1979），CITES で付属書Ⅰ，IUCN Red List of 

Threatened Animals で Endangered（EN）に指定され世界的に絶滅が危惧されている．

本種を絶滅から回避させるには，本種の生活史を明らかにし，健全な繁殖生態と生育を維

持することが重要である． 

アカウミガメ，特に日本で産卵する北太平洋個体群の生活史はウミガメ類の中では相対

的に研究例は多いが，その中でも解明が遅れているのが性成熟年齢である．アカウミガメ

は繁殖活動に参加し，子孫を残せるようになるまでには長い時間を必要とする．アカウミ
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ガメの成熟年齢は北大西洋西部沿岸で産卵する個体群において推定されており，標識再捕

獲法による成長速度より計算した 22 年程度（Frazer, 1983），上腕骨の年輪を用いた齢推定

より 20-24 年（Parham and Zug, 1997）という成熟年齢が導き出されている．世界のアカ

ウミガメ個体群を平均したとき，成熟した雌は主に夏季に砂浜へ上陸し，１シーズン中に

１頭の雌が平均 2-4 回（Miller et al., 2003），最大で 7 回（Lenarz et al., 1981）産卵する

ことが分かっている．また、１回の産卵数は平均 112.4（min 23 -max 198）個（Van Buskirk 

and Crowder, 1994）で，同一シーズン中の回帰間隔は大体 12-16 日（Miller et al., 2003），

産卵を行う年の間隔は 2.59±0.15 年（Miller, 2003）とされている． 

このように，アカウミガメの生活史や生態については，雌の産卵生態についてかなり詳

しく明らかにされてきたものの，雄については情報が不足している．また，未成熟個体や

産卵期以外の成熟個体に関する知見は，産卵のために上陸する雌に比べて試料やデータを

得られる機会が限られるため充分に得られていない．そのため，成熟する過程や産卵期以

外の個体に関する生態的，生理学的な知見は限られている． 

このような状況の中，未成熟個体の成熟過程や雄の繁殖生態に関し，次のようなことが

明らかになっている．まず，成熟過程においては雄の尾部が顕著に伸長し，外部形態の性

的二形を示すことが知られている．すなわち，成熟した雄個体は尾部が伸長し，四肢のツ

メが発達し強く湾曲すると共に，腹部が凹むことによって雌や未成熟個体と区別すること

ができる（Hughes, 1974）ようになるのである．さらに，雌では卵黄形成を開始した後，
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多くの場合 2 シーズン目で排卵すると Limpus（1990）は述べている．一方，雄の繁殖生

態に関する研究は限られているが，性ステロイドホルモンの滴定濃度の研究から，成熟し

た雄は毎年繁殖活動に参加する（オーストラリア；Wibbels, 1990）と考えられている．ま

た，雄の繁殖活動である交尾行動は，産卵の 30 日ほど前に行われることが飼育下のアオウ

ミガメ（Licht et al., 1979; Owens and Morris, 1985; Wood and Wood, 1980）や野生のア

オウミガメ（オーストラリア；Booth and Peter, 1972; Limpus, 1993, アセンション諸島；

Godley et al., 2002），ヒメウミガメ（東太平洋；Plotkin et al., 1994; 1996）で知られてお

り，アオウミガメやヒメウミガメでは雄の大半が交尾後，雌の産卵期のピークまでに繁殖

海域を離れる（Booth and Peter, 1972; Plotkin et al., 1994; 1996）ことが報告されている．

交尾期は産卵期に約 1 ヶ月先行する（Godley et al., 2002）と考えられ，アカウミガメの雄

の繁殖に関する研究は殆どないが，日本での交尾が 4 月に産卵場の沖合で観察されており

（興，2001），アカウミガメの交尾期もアオウミガメと同じく産卵期に先行して行われると

考えられている．しかし，交尾が観察された時期以外には交尾が行われていないとは限ら

ず，尚一層の情報の集積が必要である． 

ここで，未成熟個体やその成熟過程を研究する上で問題になるのは，外部形態から性を

判断するのが困難なことである．外部形態の変化は成熟した雄についてのみ見られること

から，未成熟個体は外部形態から雌雄を判定することができず，成熟した雌も未成熟の個

体と外部形態に差が認められない．性を確実に判別するには生殖腺が精巣と卵巣のどちら
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に分化しているかを確認することが必要となり，死亡個体ならば解剖によって生殖腺を観

察することができる．生存個体の性を判別する方法は Wibbels et al（2000）に詳しいが，

内視鏡を用いて生殖腺を確認する方法（Wood et al., 1983; Limpus and Reed, 1985; 

Limpus, 1985; Owens, 1999）や血清中のテストステロン濃度によって推定する方法

（Casale et al., 1998; Gross et al., 1995; Owens et al., 1978; Wibbels et al., 1987）がある．

しかし，これらの方法は相応の設備と技術を必要とし，困難を伴う．さらに，成熟するサ

イズは産卵個体の甲長から雌について知られているのみで，雄については情報がない． 

そこで，本研究では主に高知県室戸市の大型定置網で混獲されたアカウミガメの成熟

した個体と成熟前の個体を調べ，雌雄の成熟にいたるサイズや形態の分化，さらに精子

や卵の産生能の獲得について明らかにすることを目的とした．また，これまで知見が限

られていた交尾期について明らかにすることを目的とした． 
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２． 材料と方法 

２－１．材料 

2003 年６月から 2006 年 10 月までの間に高知県室戸市にある大型定置網で混獲され

たアカウミガメ（Caretta caretta）56 個体，島根県沖の巻網にて混獲された４個体，及

び鹿児島県奄美大島に漂着した 1 個体の合計 61 個体の死亡個体と，同じく室戸の大型

定置網で混獲された生存個体の 68 個体を用いた．それぞれの採集場所を図１に示す．死

亡個体については解剖を行い生殖腺の形態から性を判別した．生存個体の性は本研究の

考察４－３－３に従い標準直甲長（SCL）と尾長（TL）から雌雄を判別した．  

 

２－２．調査個体の計測方法 

生存個体と死亡個体で計測または観察を行った形質を表１に示した．すべての個体は標

準直甲長（SCL: Straight Carapace Length）及び直甲幅（SCW: Straight Carapace Width）

を専用のノギスを用いて mm 単位で計測し，可能な限り尾長（TL: Tail Length）と体重

（BWt: Body Weight）も計測した．TL はできる限りまっすぐに伸ばした状態で腹甲の最

後端から総排泄腔中央までをメジャーを用いて 5cm 単位で計測し（図２），BWt は水産用

棹秤を用いて kg 単位で計測した． 

死亡個体は解剖して生殖器官の観察を行った．生殖腺は腹腔の後端付近の背側に左右対

称に 1 対見られ，全体の形態がヒダ状に広がり表面には肉眼で卵胞の見られるものを卵巣

（図３a），表面が滑らかでヒダ状でないものを精巣（図３b）とし，雌雄の判別に用いた．

雌では排卵経験の有無を調べるため，卵巣中の黄体や白体（図４）の有無を観察した．ま
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た，雄の精管と雌の輸卵管が総排泄腔に開口する泌尿生殖突起上にこれまでに報告のない，

白い膜の見られる個体と見られない個体を確認したため，その膜の有無を記録した． 

生殖器官の計測は雄ならば陰茎長（PL: Penis Length），精巣重量（TWt: Testis Weight），

精巣上体重量（EWt: Epididymis Weight）を，雌ならば陰核長（CL: Clitoris Length），卵

巣重量（OWt: Ovary Weight），輸卵管最大幅（OdW: Oviduct Width），最大の卵胞直径（FD: 

Follicle Diameter）を可能な限り計測した． 

PL 及び CL は総排泄腔内の腹側中央付近に位置しており，付け根から先端までをノギス

を用いて 0.1mm 単位で計測した（図５）．生殖腺や精巣上体の形態は安定していないため

重量を 0.1g 単位で計測した．輸卵管は体内では輸卵管膜により折りたたまれており，その

長さを測定することが困難なため，輸卵管の幅が最大となる総排泄腔へと繋がる場所をノ

ギスを用いて 0.1～1mm 単位で計測した．卵胞は卵巣中に見られる最も大きなものの直径

をノギスを用いて 0.1mm 単位で計測した． 

 また，SCLに対するTL，TLに対するPL・CLの相対成長を調べるため，独立変数Xに対

する従属変数Yの相対成長式をY = b・Xａで表した．独立変数XにはSCLまたはTL，従属変

数Yには，PL，CLを用いた．XとYとの間の相関関係が認められた時（ p<0.05，ピアソン

の積率相関係数の有意性検定 ），ａの値を基にXに対するYの相対成長のタイプを優成長

（a>1.2）, 等成長（1.2>a>0.8）, 劣成長（0.8>a）に分類した． 
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２－３．成熟の定義 

 本研究では解剖した個体について，生殖腺の発達段階を基に，雌では未成熟と成熟の

二段階，雄では未成熟，成熟過程，成熟の三段階に分類した（図６）．雌では排卵経験

の有無を分類の基準とし，卵巣に黄体や白体が見られない未排卵個体を未成熟，黄体や

白体が見られる排卵を経験した個体を成熟とした．雄では尾部の伸長が始まらない雄を

未成熟，尾部伸長は始まっているが精子がないか或いは少ない個体を成熟過程，精子が

十分あるか尾部伸長の著しい個体を成熟雄とした． 

 

２－4．精子の観察方法 

精子の観察は，死亡個体から精巣・精巣上体が新鮮な状態で得られた時，中央部に切り

込みを入れ，その断面をスライドグラスに押し付け，光学顕微鏡にて 400 倍で検鏡した．

また，総排泄腔内の粘液中に精子が含まれているかどうかを調べるため，生存個体の総排

泄腔にスポイドを挿入する（図７）か，死亡個体を解剖して総排泄腔内の粘液を採取した

後，光学顕微鏡にて 400 倍で検鏡した．精子が確認でき，十分な量の精液または粘液を採

取できたとき，血球算定板を用いて精子密度を算出した．精子密度は採取した精液または

粘液 1ml中に何個の精子が見られるかで表し，高密度（>106個 / ml），低密度（104～105個 

/ ml），稀（<103個 / ml），なし（０個 / ml）の 4 段階に分類した（図８）． 
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３． 結果 

３－１．調査個体のサイズ 

死亡していた 61 個体は解剖の結果，39 個体は雌，22 個体は雄であった．これらの標準

直甲長（SCL; straight carapace length），直甲幅（SCW: straight carapace width），体重

（BWt: body weight），尾長（TL; tail length）は，雄では SCL: 772±69mm（n=22, range: 

686-944），SCW: 618±41mm（n=22, range:  548-711），BWt: 69±21kg（n=10, range: 

46-107），TL: 213±127mm（n=12, range: 95-440），雌では SCL: 745±56mm（n=39, range: 

636-919），SCW: 606±38mm（n=39, range: 521-726），BWt: 60±11kg（n＝24, range: 

46-89），TL: 117±21mm（n=27, range: 75-160）であった． 

また，生存個体 68 個体のうち雌雄の内訳は雄 29 個体，雌９個体となり，30 個体の性は

判別できなかった．雄と判断した 29 個体の SCL は 811±58mm（n=29, range: 718-916），

SCW: 638±37mm（n=28, range: 576-710），BWt は 76±14kg（n=26, range: 53-110），

TL は 304±74mm（n=29, range: 175-435）であった．雌と判断した雌９個体の SCL は 795

±31mm（n=9, range: 739-858），SCW: 627±28mm（n=9, range: 594-680），BWt は 74

±7kg（n=8, range: 65-85），TL は 128±10mm（n=9, range: 115-150），性判別ができな

かった 30 個体の SCL は 751±54mm（n=30, range: 670-901），SCW: 614±41mm（n=30, 

range: 553-707），BWt は 64±16kg（n=26, range: 43-115），TL は 158±22mm（n=25, 

range: 110-193）であった． 

死亡個体及び生存個体の雌雄の個体数を表２に，調査個体の SCL，SCW，BWt，TL を
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表３に示した． 

 

３－２．性成熟と形態（１）：形態の性差 

 解剖して生殖腺を確認した雄 22 個体と雌 39 個体の死亡個体でSCLを比較したところ，

SCLの大きさに性差は認められなかった（p>0.05, Mann-Whitney U検定）．次に，アカウ

ミガメの相対成長に性差があるかどうかを確認するため，SCLを基準としてSCW，BWt，

TLを雌雄で比較した．SCLに対するSCW，BWt，TLはそれぞれ雄でSCW = 0.55714 SCL 

+ 187.95665 (n=22, R2 =0.86648)，BWt = 0.20394 SCL－65.21478 (n=13, R2 =0.09503)，

TL = 1.09990 SCL－756.89904 (n=22, R2 =0.28351)，雌でSCW = 0.63838 SCL + 

130.07866 (n=39, R2 =0.85820)，BWt = 0.33576 SCL－179.38149 (n=29, R2 =0.34963)，

TL = －0.17581 SCL + 197.86689 (n=39, R2 =0.02565)であった．SCLに対するSCW，BWt

に性差は認められなかった（p>0.05, ANCOVA）が，SCLに対する雌雄のTLには有意な性

差が認められ（p<0.05, Mann-Whitney U検定），雄が雌に比べて急激な尾部伸長を示した． 

 

３－３．性成熟と形態（２）：総排泄腔での精管，輸卵管開口部の膜 

雌の輸卵管は泌尿生殖突起の根元で総排泄腔へ開口しており，その総排泄腔への開口部

を覆う白い膜の見られる個体と，この膜の見られない個体が存在した（図９）．調査した 26

個体中，膜が見られたのは 21 個体で，その SCL は 735±36mm（n=21, range:667-795）

であった．一方，膜の見られなかった５個体の SCL は 834±52mm（n=5, range: 780-919）
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であり，膜の見られた個体よりも有意に大きかった（p<0.001, Mann-Whitney U 検定）．

膜の有無で SCL が異なったことは，個体が成長するとともに膜が消失することを示唆して

いる．そこで，成熟個体と未成熟個体で膜の有無に違いが見られるか調べるため，膜の有

無を確認した 26 個体中 25 個体で卵巣中の黄体や白体の有無を確認した．その結果，黄体

と白体の認められた排卵経験個体，すなわち成熟個体は 4 個体で，そのすべてに膜は見ら

れなかった．これら成熟個体の輸卵管内には卵殻で覆われた卵が認められ，近く産卵に至

る個体であると考えられた．膜の見られなかった個体の中にも排卵経験のない未成熟個体

が１個体存在したが，この個体の SCL は 810mm と膜の見られた 21 個体のどの SCL より

も大きかった．一方，膜の見られた個体には黄体や白体は見られず，すべて未成熟個体で

あった．そのうち 3 個体では膜が大きく膨張しており（図９b），その SCL は 732，785，

795mm と膜のみられた個体の中では比較的大きな個体であった．すなわち，雌の輸卵管開

口部を覆う白い膜は雌が成熟する直前に膨張，消失するものと示唆された． 

 また，雄（n=15, SCL range: 686-944mm）の精管の開口部は泌尿生殖突起の先端に見ら

れ，精管開口部は成熟，未成熟を問わず全ての個体で白い膜に覆われていた（図９d）．成

熟個体の精子が充満している精巣上体を圧迫したところ，泌尿生殖突起の先端から精子が

総排泄腔に流出することが確認された（図 10）．泌尿生殖突起には尿管が開口しており，尿

管の開口部に膜はなかった．成熟した雄のアオウミガメで泌尿生殖突起を調べたところ，

泌尿生殖突起内で精管と尿管は繋がっていなかった（図 11）．すなわち，成熟個体では消失

している雌の輸卵管開口部を覆う膜とは異なり，雄の精管開口部を覆う膜は成熟しても消
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失せず，精子が精管より総排泄腔へ流出する際にはこの膜を通過できることが示された． 

 

３－４．性成熟と形態（３）：性的二形を示す甲長と尾長及び陰茎・陰核長 

 ウミガメ類では雄の成熟過程でTLが伸長していくことが知られており，SCLに対するTL

の値に雌雄で違いが見られたのはそのためであると考えられた．そこで，性を解剖によっ

て特定できた雄 12 個体 （SCL 771±82mm, range ; 686-944mm），雌 27 個体 （SCL 726

±102mm, range ; 667-810mm）よりSCLとTLの関係を図 12 に示した．回帰式は雄でTL 

= 1.4388 SCL－896.38 （R2 = 0.8721），雌でTL = 0.1923 SCL－24.61 （R2 = 0.1373）

となり，その交点はSCL 699mm，TL 110mmであった．また，SCLが 700mm程度の個体

ではTLに雌雄差はみられず，SCLが 700mm以上になると，SCLが大きくなるほど雄のTL

が雌に比べて長く伸長して優成長を示した（a = 4.90, p < 0.001, R2 = 0.870）．このことか

ら，雌雄の回帰直線の交点は雄の尾部が伸び始めるSCL，TLを示す値として用いることが

できると考えられた． 

一方，実際に現場で SCL と TL から性の判別を行うため，雄の 95%信頼区間の下限値

が雌の95％信頼区間の上限値を上回るSCL及びTLの値を求めたところ，SCLは734mm，

TL は 124mm であった（図 12）．すなわち，雄の TL は SCL が約 700mm を超えると急

速に成長し，雌の TL と形態の分化が起こり，SCL 743mm 以上では SCL と TL から雌雄

を判別できるようになるものと考えられた． 

 同様に，SCLと雄の陰茎長（PL; penis length）（n=13）及び，陰茎と相同とされる雌の
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陰核長（CL; clitoris length）（n = 20）との関係を図 13 に示した．TLと同様にSCL 700mm

程度ではSCLに対するPLとCLの値に雌雄差はないが，SCLが大きくなるほど雄のPLは雌

のCLに比べて長くなっていった．PLとCLの回帰直線は，PL = 1.3489 SCL－912.64 （R2 

= 0.8426, n = 13），CL= 0.054 SCL－14.324 （R2 = 0.3227, n = 20）となり，その交点は

PLの伸長が始まると考えられ，SCL 694mm，PL・CL 23mmであった．また，TLに対す

るPL・CLの相対成長を調べたところ，PL = 0.8365 TL－54.662 （R2 = 0.9052, n = 9），

CL= -0.0254 TL＋27.874 （R2 = 0.0158, n = 17）となり（図 14），PLは優成長を示した（a 

= 1.796, p < 0.01, ピアソンの積率相関係数の有意性検定）． 

 

３－５．性成熟と形態（４）：雌の成熟 －卵巣重量と卵胞のサイズ，輸卵管のサイズ－ 

 排卵経験の有無から，その雌が成熟個体であるか未成熟個体であるかどうかを調べた．

卵巣に黄体や白体が見られればその個体は排卵を一度は経験している成熟個体とみなした．

成熟個体の SCL は 834±52 (n=5, range; 780-919) mm であり，黄体や白体がなく排卵経

験のない未成熟個体の SCL は 731±43 (n=34, range; 636-810) mm であった． 

次に，SCLと卵巣重量（OWt: ovary weight）の関係を図 15 に示した．最もOWtが重か

ったのはSCL 919mmの個体で，その重量は 2.5×103 gを記録した． SCLが 700mm以下で

はSCLの成長と共にOWtは増加するが，SCLが 700mmを超える個体では前述の個体を除く

とOWtが 50gを超えることはなく（range: 14.9-48.1g）横ばいに推移した．前述したOWt

の最も重かった個体は左右の輸卵管内に外殻の形成された卵を保持しており，卵巣におい
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ては直径 30mm前後に発達した大径の卵胞が片側だけで 217 個も見られた．従って，近く

産卵に至ると考えられ，大径の卵胞は排卵間近の卵胞であると思われた．卵巣重量を計測

できた 28 個体のうち，成熟していたのはこの個体だけであり，他の 27 個体（SCL rang; 

658-810mm）は輸卵管内に卵を持たず，卵巣に黄体や白体が見られなかったことから排卵

経験はなく，未成熟個体であった． 

 次に SCL と卵巣に存在する卵胞の最大の直径（FD: follicle diameter）との関係を図 16

に示した．卵巣に黄体や白体の見られる成熟個体の FD は 26.2±4.7mm（n=5, range: 

17.9-32.0mm）に達しており，未成熟個体の 3.5±1.3mm（n=30, range: 0.8-6.2mm）と比

較して大きく発達していた（p<0.00001, Mann-Whitney U 検定）．未成熟個体の FD のみ

を見たとき（図 16），SCL 700mm を境として FD の大きさに違いが見られ， SCL が 700mm

以下の個体の FD は 1.7±0.9mm(n=8, range: 0.8-3.2)で，SCL が 700mm を超える個体の

FD は 4.2±0.7(n=22, range: 3.1-6.2)であり，大きさは有意に異なった（p<0.00001, 

Mann-Whitney U 検定）． 

 輸卵管の最大幅（OdW: oviduct width）は成熟個体で 30.6±7.2mm（n=5, range: 

16.9-36.5mm），未成熟個体で 6.7±4.0mm（n=26, range: 2.3-15.4mm）と有意な違いが認

められた（p<0.00001, Mann-Whitney U 検定）．未成熟個体においては OWt や FD と同様

に SCL 700mm を超えたところから増大する個体が見られた（図 17）．しかし，SCL 794mm

の個体でもOdWが3.3mmとSCL 700mm以下の未成熟個体と同様の水準の個体も見られ，

OWt，FD とは異なる傾向も示した． 
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３－６．性成熟と形態（５）：雄の成熟 －精子を産生する甲長－ 

精子は雄個体が成熟していくと精巣で作られ，精巣上体に貯蔵された後，総排泄腔内に

送り出される．３－４では尾部の伸長が始まる SCL は約 700mm であることを明らかにし

た．この項では雄が精子産生を開始する SCL を明らかにするため，雄 46 個体の精巣，精

巣上体，総排泄腔内の粘液を調べた．46 個体のうち４個体は精巣・精巣上体を，30 個体は

総排泄腔内の粘液を，12 個体はその両方の精子の有無を確認した．その結果，精巣・精巣

上体の精子の有無を確認した 16 個体中６個体及び，総排泄腔内の粘液を調べた 42 個体中

11 個体で精子が確認され，雄 46 個体中 14 個体ではいずれかの部位から精子を見ることが

できた．表４に総排泄腔内及び精巣内から精子の存在を確認できた 14 個体の精子密度及び

精子の見られた部位を示した．精子の見られた個体の SCL は 831±47mm（n=14, range: 

743-902），TL は 343±76mm（n=11, range: 180-440）であり，精子の見られなかった個

体の SCL (n=32, 785±68mm, range: 686-944mm），TL（n=27, 266±96mm, range: 

95-435mm）より有意に大きかった（p<0.05, Mann-Whitney U 検定）． 

アカウミガメのTL及びPLの伸長が始まるのはSCL約 700mm，TL約 110mmの時点であ

ることは３－４で記したが，その時点では精子産生は行われておらず，精子産生は

SCL743mm，TL180mm以上の個体の精巣で確認された．しかし，精子産生が見られ始め

た甲長である，SCLが 743mmと 761mmの２個体の精子産生量は 103～104個／mlとごく僅

かで，繁殖をするのに十分とは言えなかった．一方，SCL 854 -877mm（n=4），TL 435，
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440mm（n=2）の４個体からは 106～107個／mlもの高密度の精子が見られ，十分に成熟し

た個体であると考えられた．また，精巣・精巣上体と総排泄腔内の粘液の両方を調べた 12

個体中４個体で精子が見られ，総排泄腔内の粘液に精子が見られた３個体ではいずれも精

巣・精巣上体から高密度な精子が見られた．すなわち，精巣で精子が十分に産生されると

精子は総排泄腔に流れ出すと考えられた．その結果，総排泄腔内に精子の見られる個体で

は成熟した個体であり，精巣で精子を産生しているが，その量が十分ではない個体は成熟

過程の個体であると推察された． 

総排泄腔内の粘液から精子の見られた個体は SCL 785mm，TL 240mm より見られ，精

巣・精巣上体から精子の見られた個体は SCL 743mm，TL 180mm より見られた．このこ

とから，精子が十分産生され総排泄腔に出てくるような成熟雄は SCL 約 800mm，TL 約

250mm から出現し始め，未成熟個体は SCL 約 750mm，TL 約 200mm から成熟過程に移

行すると推察された． 

しかし，精子の見られなかった個体の中には SCL 944mm，TL 435mm の個体や SCL 

826mm，TL 250mm の成熟或いは成熟過程と考えられる個体も含まれている．季節繁殖動

物であるアカウミガメの精子産生には季節的な産生量の変化があることが予想される．そ

のため，精子が見られないからといって未成熟個体であるとは限らず，今後のデータの収

集が望まれる． 
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３－７．精子産生の行われる季節 

アカウミガメの雄が精子産生を行う季節を明らかにするため，前項３－６で総排泄腔内

の精子の有無を調べた雄 42 個体の精子の季節（月）別の出現を見た（図 18）．９～11 月に

は雄個体は捕獲されておらず，その他の月では捕獲されていた．その中で，2 月に捕獲され

た２個体から精子は観察されなかったが，2 月を除く 12 月から 8 月には総排泄腔内に精子

の見られる個体が観察された．しかし，総排泄腔内に精子が存在する 12 月～8 月が交尾可

能な時期と考えるのは早計である． 

そこで，成熟個体の精巣・精巣上体の大きさが季節的にどのように変化していくのかを

調べた．精巣や精巣上体の大きさを表す計量形質としては重量，長さ，幅，高さが考えら

れるが，柔らかく形態が安定しないため，その大きさを表す値として重量を用いた．精巣

重量（TWt: testis weight）または精巣上体重量（EWt: epididymis weight）を計測した 16

個体のうち，総排泄腔内に精子の存在した３個体，総排泄腔内の精子の有無を調べること

ができなかったが精巣上体に高密度な精子の見られた１個体，及び SCL 944mm，TL 

390mm と十分に成熟していると考えられる１個体を成熟個体として抽出した．これら５個

体の TWt，EWt を表５に示し，捕獲された月と TWt，EWt との関係を図 19 に示した． 

これら５個体は１，３，５，８，12 月にそれぞれ 1 個体ずつ見られた．TWt は 12，１，

３月にはそれぞれ 221.2g，197.3g，214.5g あり，相対的に 5，８月の個体よりも重かった．

5 月には 127.8g と減少し，8 月では 36.5g とさらに減少していた．精巣は精子を産生する

器官であることから，成熟雄の精子産生は TWt が減少始める 5 月には活発でなくなるもの
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と推察された． 

精巣で産生された精子は一旦精巣上体に貯蔵されることから，EWt は貯蔵された精子の

数と正の相関を持つと思われる．EWt は TWt の減少に伴い８月には 35.5g まで減少し，精

巣上体中に精子は見られなくなった．また，12 月の EWt は 82.8g であり，１月から５月に

比べて軽く，12 月には精子が精巣上体に貯蔵され切っていないと考えられた（図 19）．従

って，サンプル数は少ないものの，精子産生は 12 月頃に開始されるものと推察された． 
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４． 考察 

４－１．形態の性差 

４－１－１．直甲幅，体重 

 アカウミガメの形態における性差は甲長の大きさで比較されている．すなわち，大西洋

では雄の甲長は雌より長い（Pritchard and Trebbaru, 1984）という報告がある一方で，北

太平洋（Kamezaki, 2003）やグレートバリアリーフ南部（Limpus, 1985）では甲長に性差

はないとの報告もある．本研究の結果からは調査個体の標準直甲長（SCL）に性差は認め

られず，Kamezaki（2003）や Limpus（1985）を支持した． 

また，本研究では SCL に対する直甲幅（SCW），体重（BWt）にも性差は認められなか

った．岩本（2006）は本研究の主な調査地である高知県室戸岬町の大型定置網で混獲され

たアカウミガメの BWt は有意に雌が雄に比べて重いと述べている．ただし，岩本（2006）

は尾部の長さから恣意的に性を判別し，有意な差があるとしており，その正当性には疑問

が残る．確実に生殖腺から性を判別した本研究結果では有意な違いは検出されなかった．

従って，性による体重差に関しては顕著な違いはないものと考えられた． 

 

４－１－２．尾長 

 結果３－４で示したように，SCL に対する尾長（TL）の回帰直線は雌雄に明瞭な違いが

認められ，雌に比べて雄の TL は急激な伸長を示し，その性差は成長するほど明らかになっ

た．この尾部の性的二形についてはよく知られており，本研究結果はそれを確認した． 
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４－２．輸卵管，精管開口部に見られる膜 

４－２－１．雌：輸卵管開口部に見られる膜 

 本研究の結果において未成熟個体では輸卵管の総排泄腔への開口部に白い膜があること

が確認された．この膜は排卵経験のない未成熟雌 22 個体中 21 個体に見られ，特に SCL が

732, 785, 795mm の比較的大きな３個体では膨張していた．一方，SCL 810mm の雌や白

体や卵胞が見られた成熟雌では消失しており見られなかった（図９）．ただし，この SCL 

810mm の個体に限れば，黄体や白体は見つからず，排卵経験があるとは言えない．このこ

とは繁殖を経験するとこの膜は消失するという仮説に矛盾するものであった． 

しかし，概ね未成熟個体では膜が見られ，排卵を経験した成熟個体では膜が見られなか

ったことより，未成熟個体の輸卵管開口部の膜は初めての排卵が近づくと膨張し，その後

消失するものと予想された． 

雌の膜が消失する要因の一つとして，交尾時の雄のペニスによる物理的影響が考えられ

る．膨張した雌の膜は薄く，総排泄腔の内側に向かって張り出しており，交尾によって膨

張した膜が消失する可能性は十分に考えられた．従って，膜の有無は性成熟の指標ではな

く，被交尾経験の有無の指標となる可能性も示唆された． 

この膜についての先行研究は極めて少なく，Burne (1950)が曲甲長 135cm の雌のオサガ

メで，Dunlap（1955）が未成熟と思われる２個体の雌のオサガメで輸卵管開口部を覆う膜

の存在を確認しているに過ぎない． 

本研究によって，この膜が成熟前に存在し，それが消失した後に排卵がおこるという過

程は，本種の雌の成熟過程に何らかの関連性があるものと思われ，興味深い． 
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４－２－２．雄：精管開口部に見られる膜 

 一方，雄の精管開口部の膜についての記載はこれまでにない．本研究では精管開口部に

雌の膜と外見の似た白い膜が成熟雄，未成熟雄を問わず見られた．この膜で精管開口部が

覆われている成熟個体でも総排泄腔内に精子が確認できたことは，精子が膜を透過できる

ことを示している．また，膜がある雄個体において精巣上体を圧迫すると，総排泄腔に精

管開口部から膜を通してゆっくりと染み出してきたことも確認した． 

膜が存在する適応的な意義について次のように考察した．ウミガメの交尾は飼育下のア

カウミガメで３時間以上（浅井，1999），同じく飼育されていたアオウミガメでは，その後

産卵に至った個体の総交尾時間は平均 25.5 時間，最高 195.3 時間で，交尾時間が長い程に

産卵率，孵化率が良い（Wood and Wood, 1980）．このような長い交尾時間は，今回確認さ

れた精管開口部の膜の存在と関係がある可能性がある．すなわち，精子がゆっくりと総排

泄腔にでてくるために，交尾時間が長いほど多くの精子が流れ出し，受精率や孵化率と正

の相関が見られたと推察された． 

また，雄の膜が雌とは異なり成熟後も消失しないのは，卵殻に覆われた卵に比べて pH や

温度の影響を受けやすい精子を総排泄腔内の尿や雑菌から隔離するためではないかと推察

された．また，膜があることで不必要に精子が総排泄腔へ流れ出るのを防ぐ効果も期待さ

れた． 
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４－３．性成熟にいたる過程とサイズ 

４－３－１．雌の性成熟過程とサイズ 

本研究において排卵経験のある成熟雌の SCL は 834±52 (n=5, range; 780-919) mm

であり，未成熟個体の SCL は 731±43 (n=34, range; 636-810) mm であった．成熟個体

の最小が 780 mm，未成熟個体の最大が 810 mm であったことから，雌が排卵，産卵

を開始する SCL は 800mm 付近であると推察された． 

日本国内のアカウミガメ産卵地における産卵個体の SCL は，鹿児島県屋久島で 856±

46.8 (range; 735-101.5) mm，宮崎県で 845±56.4 (range; 700-970) mm，和歌山県みなべ

町で 832±52.5 (range; 692-103.1) mm（Kamezaki，2003）であり，これら日本国内にお

ける産卵個体の SCL の平均値は本研究の成熟個体のそれと大きく異ならなかった．しかし，

成熟する SCL には大きな個体差がある（Miller, 2003）ことが知られており，本研究では

SCL が 800mm 程度で初めての排卵を行うと示唆されたのに対し，国内の産卵地では，み

なべ町で SCL 693mm，宮崎県で SCL 700mm の産卵個体も確認されている．すなわち，

北太平洋のアカウミガメは SCL 700-800mm で順次成熟し，その範囲では未成熟個体

と成熟個体が混在することが明らかとなった． 

 

４－３－２．雄の尾部伸長が始まる甲長 

ウミガメ類の甲長と尾長伸長の関係はこれまでに地中海のアカウミガメ（Casale, 2005），

日本のアカウミガメとアオウミガメ（平手，2000）で調べられている．しかし，いずれも

外部形態から尾長の長い個体を抽出して尾長伸長の始まる甲長を推定しており，正確に性
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を分けてから，その関係を求めた訳ではない．すなわち，尾長が短く雌と判断された個体

の中にも，雄が含まれている可能性は十分予想される．また，南アフリカで幼体から飼育

したアカウミガメが，SCL 60.0- 67.0cm の間で雄の尾部伸長が始まった（Hughes, 1974）

という記録はあるが，雌雄１個体ずつの一例的な記録に過ぎない． 

それに対して，本研究では生殖腺から性を正確に判別した個体のみを用いて，雄の尾長

伸長の始まる SCL と TL を求めた（図 12）．すなわち，雌雄それぞれの回帰直線の 95％信

頼区間に基づいて，SCL734mm 以上の個体ならば TL から性を区別することができると考

えられた．平手（2000）は沖縄で混獲されたアカウミガメを基に，明確に雄と区分できる

SCL を約 720mm としており，本研究の結果とほぼ一致した． 

 

４－３－３．尾長を用いた性判別の技術的応用 

本研究結果より，SCLとTLによる性判別はSCL734mm以上の個体において，TL > 

-0.0014985 (SCL)2 + 3.7531 SCL－1823.4（雄の 95％信頼区間の下限値の近似式）で雄，

TL < 0.00096739 (SCL)2 －1.2412 SCL + 516.12（雌の 95％信頼区間の上限値の近似式）

で雌であると判断できる．また，雌のTLは 160mm以下であり，標識再捕獲記録から産卵

のために上陸したことが分かっているSCL 854mmの雌においてもTLは 177mmであった

ことから，雌のTLのSCLに対する相対成長速度は雄に比べて非常に鈍い．従ってTL 200 

mmを超えていれば，SCLを問わず雄と判断してよいと考えられる． 

一方，SCL が 734mm を超える個体であっても，TL が雌雄の 95％信頼区間の中間の値

をとる個体も存在し（図 20），このような個体では尾長から性を判別することは難しく，生
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殖腺を内視鏡を用いて確認することが望まれる． 

 

４－４．精子産生をする季節 

 本研究では，４２個体の成熟雄を観察し，1 月，３－８月，12 月の１１個体で精子を雄

の総排泄腔内から観察することが出来た．2 月に調査した雄はすべて未成熟個体であり，９

－11 月には試料を得られなかったことから，成熟した雄は 12 月から８月にかけて精子をも

っていることが示された． 

一方，精子の産生に指標となる成熟個体の精巣重量（TWt）の年変動をみると，12 月か

ら３月に年間の中で相対的に重くなり，5 月には減少し，さらに８月にはさらに減少した．

このことは，12 月から 3 月までの間，精巣が活発に精子を産生しており，5 月以降になる

と精子の産生が休止されていくことを示唆している．従って，成熟した雄のアカウミガメ

は TWt の減少し始める 5 月頃に精子産生を終了すると推察された． 

精巣で産生された精子は精巣上体中に貯蔵されるが，12 月に捕獲された１個体の精巣上

体重量（EWt）は１月から５月に比べて軽く，12 月にはまだ精巣で産生された精子が十分

に貯蔵されていないものと思われた．このことから，例数は少ないものの，精子産生は 12

月頃から始まり５月頃まで続いているものと推察された．繁殖期が終わる８月は TWt と共

に EWt も最も小さくなり，精巣や精巣上体中に精子は認められなかったことから，精子産

生の休止期であると考えられた． 

精子の産生時期は精巣のバイオプシーサンプルから，ヒメウミガメでは交尾期前の４，

５ヶ月間に（Rostal, 2005），アカウミガメでは冬から春にかけて９ヶ月間（Wibbels et al., 
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1990）行われることが報告されている．本研究の結果では精子産生の時期は 12 月から 5 月

の 6 ヶ月間であり，これらの報告と一致した． 

また，成熟した雄のアカウミガメでは毎年繁殖に参加する（Wibbels et al., 1990）とさ

れているが，本研究では SCL，TL の大きさから十分に成熟していると思われる個体におい

ても精子の見られなかった個体が 3 月から 8 月の間で断続的に存在した（図 18）．このこと

は，成熟した雄も繁殖すなわち交尾に参加しない年があることが示唆された．ただし，こ

れらの個体は総排泄腔内の精子の有無を調べただけであり，それによって繁殖の有無を議

論するのは無理があるかもしれない．今後，より多くの試料を集めるとともに，総排泄腔

内からの精子の採取方法を検証する必要があるであろう． 

 

４－５．交尾の季節 

本研究結果から５月の個体では既に精巣は萎縮し始めており，8 月の個体では精巣及

び精巣上体中に精子は見られなくなっていた．季節繁殖動物の生殖腺の活動は繁殖季節が

終わると低下し，非繁殖季節の雄では精巣が萎縮して精子産生は休止または低下する（佐

藤，2003）．アカウミガメも夏季に産卵を行う季節繁殖動物であり，精子産生は交尾の前に

行われる（Wibbels, 1990）とされ，交尾を行った後に精巣及び精巣上体が萎縮すると考え

られる．このことより，交尾は 5 月から 8 月の間には終了すると推察された．日本にお

けるアカウミガメの産卵は 5 月から 8 月にその中心があり，本研究結果は交尾が産卵に先

駆けて行われることを示唆している． 

 ウミガメ類の交尾は産卵期の直前に見られ（Booth and Peters, 1972; Godley et al., 2002; 

 24 
24



Hamann et al., 2003; 梶原・内田, 1974; Limpus, 1993; Owens, 1980; Wood and Wood, 

1980），初回の産卵の約 30 日前であると一般にいわれ（Plotkin et al., 1996），本研究結果

の交尾終了時期はこれに一致する． 

交尾が開始される要因として，Godley et al（2002）は南大西洋アセンション諸島のアオ

ウミガメにおいて雌が産卵場近くに来遊する数に平行して交尾が増加することを示し，季

節的な雄の出現や交尾は産卵を控えた雌の存在に影響されるのだろうと述べている．交尾

が産卵場近くの海域以外で観察された記録は少なく，交尾が観察されるのは主に産卵場の

近くであが，これは雌雄が集合しやすいためであると考えられる．交尾が雌の存在に影響

されるのであれば，産卵場から離れた場所でも雌雄が出会えば交尾を行うことも考えられ

る．本研究において，精巣上体には 12 月から精子が貯蔵されており，1 月には既に十分な

量が蓄えられていた．従って，雌雄が出会えば１月には既に交尾をしている可能性があっ

た． 
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Ａ

Ｂ

Ｃ

図１．アカウミガメ試料の採取地概要．
Ａ：高知県室戸市（大型定置網による混獲）．
Ｂ：島根県沖（巻網による混獲）．
Ｃ：鹿児島県奄美大島（死亡漂着）．
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図２．尾長の計測．
腹甲後端より総排泄口中心までを5mmオーダーで計測した．
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ｂ

ａ

図３．アカウミガメの生殖腺．
a 雌の卵巣， b 雄の精巣
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図４．卵巣に見られる黄体と白体．
薄く伸びた赤紫色の卵巣表面に白く楕円や扁平に変形した黄体や白体が見られる．
大きく発達した黄色の球体は排卵間近の卵胞．
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図５．陰茎・陰核．
形態に雌雄の差はない．
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排卵

未成熟 成熟
雌

雄
成熟過程 成熟未成熟

多量の精子産生尾部伸張の開始

図６．本研究における成熟の定義
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図７．総排泄腔内の粘液の採取．
用手法により総排泄腔内をマッサージした後， 150mm以上のスポイトを挿入し，

粘液を採取した．
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ａ ｃ

ｂ

図８．精子の密度．
ａ：高密度 ( > 106個 / ml )．
ｂ：低密度 ( 104－105 個 / ml )．
ｃ：稀 ( < 103個 / ml )．
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ａ ｃ

ｂ ｄ

図９．雌雄の泌尿生殖突起とそこに見られる白い膜．
泌尿生殖突起は膀胱と総排泄腔が繋がる位置にあり，左右一対ある．
ａ：未成熟雌． 泌尿生殖突起根元の輸卵管開口部には見られる膜．
ｂ：膨張した未成熟雌の膜．
ｃ：成熟雌． 白膜は消失し完全に開口している．
ｄ：雄． 成熟・未成熟を問わず，泌尿生殖突起先端にある精管開口部には白膜あり．
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図10．雄の泌尿生殖突起から染み出してきた精液．
写真中央にあるピンク色の部分が乳頭突起先端． 精管を圧迫すると， ここから精
子がゆっくりと染み出してくる． 突起の周辺に見られる白い部分は出てきた精子．
泌尿生殖突起の幅は約3mm．
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ｄ

ｃ

ｂ

ａ

図11．アオウミガメ成熟雄の精管と尿管．
○：泌尿生殖突起． →：精管の同じ場所を指示．
ａ：精管（○）の中心に精子が白く見えている．
ｂ：精管から針金を入れましたが，行き止まりになっていた．
ｃ：行き止まりにある膜を破って針金を貫通させている．
ｄ：注射針が通っているのは尿管．精管と尿管は連絡していない．
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図12．標準直甲長（SCL）と尾長（TL）の回帰分析．
雄（●）の回帰直線は TL = 1.4388 SCL－896.38 （n=12, R2 = 0.8721）．
雌（○）の回帰直線は TL = 0.1923 SCL－ 24.61 （n=27，R2 = 0.1373） ．
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図13．標準直甲長（SCL）と陰茎長（PL）・陰核長（CL）の回帰分析．
雄（●）の回帰直線は PL = 1.3489 SCL－912.64 （n=13, R2 = 0.8426）．
雌（○）の回帰直線は TL = 0.054   SCL－ 14.32 （n=20，R2 = 0.3227） ．
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図14．尾長（TL）と陰茎長（PL）・陰核長（CL）の回帰分析．
雄（●）の回帰直線は PL = 0.8365 TL－54.66 （n=9, R2 = 0.9052）．
雌（○）の回帰直線は CL = －0.0254 TL－27.87 （n=17，R2 = 0.0158） ．
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図15．標準直甲長（ SCL ）と卵巣重量（OWt）．
●成熟雌． ○未成熟雌．
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図16．標準直甲長（SCL）と卵胞の最大の直径（FD）．
●成熟個体． ○未成熟個体．
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図17．標準直甲長（SCL）と輸卵管の最大幅（OdW）．
●成熟個体． ○未成熟個体．
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図18．雄の標準直甲長（SCL）と月ごとの精子の出現傾向．
●総排泄腔内から精子を確認できた個体．
－総排泄腔内から精子を確認することのできなかった個体．
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図19．成熟雄の精巣重量（TWt）・精巣上体重量（EWt）の時期的な変化．
◆精巣重量． ×精巣上体重量．同じ月のTWtとEWtは同一個体のもの．
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図20．生存個体68個体の標準直甲長（SCL）と尾長（TL）．
●：雄，○：雌，＋：性別不明．雄の95％信頼区間（実線）と破線は雌の95％信頼区間（破線）
を基に生存個体の性を判別した．また，TL>200ｍｍの個体は雄とした．
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表１．死亡個体及び生存個体で計測または観察を行った形質．

×○輸卵管開口部の膜

×○卵巣の黄体・白体

×○輸卵管最大幅（OdW）

×○卵胞の最大の直径（FD）

×○卵巣重量（OWt）

×○陰核長（CL）雌

×○精管開口部の膜

○○精子（総排泄腔内）

×○精子（精巣・精巣上体）

×○精巣上体重量（EWt）

×○精巣重量（TWt）

×○陰茎長（PL)雄

○○尾長（TL）

○○体重（BWt）

○○直甲幅（SCW）

○○標準直甲長（SCL）

放流解剖処置

生存個体死亡個体
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表２．死亡個体及び生存個体の個体数．

129304851合計

6830929生存個体

6103922死亡個体

計性別不明雌雄
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表３．調査個体のサイズ．
SCL：標準直甲長，SCW：直甲幅，BWt：体重，TL：尾長．

2519311022158unknown

915011510128female

2943517574304male生存個体

271607521117female

1244095127213male死亡個体TL (mm)

2611541664unknown

88565774female

26110531476male生存個体

2489461160female

2294468669772male死亡個体BWt (kg)

3070755341614unknown

968059428627female

2871057637638male生存個体

3972652138606female

2271154841618male死亡個体SCW (mm)

3090167054751unknown

985873931795female

2991671858811male生存個体

3991963656745female

2294468669772male死亡個体SCL (mm)

nmaxminSDmean
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表４．雄の精子が確認された部位と精子密度．
高密度： >106個/ｍｌ， 低密度： 104-105個/ｍｌ，稀： <103個/ｍｌ，なし：精子なし，－：未確認

成熟高密度高密度高密度80 85412

成熟過程稀稀なし60 18074312

成熟--稀80 3908398

成熟--稀70 2377857

成熟--稀98 3578786

成熟--稀99 3889026

成熟--低密度72 3008055

成熟高密度低密度稀87 4398775

成熟--高密度63 3807884

成熟--高密度72 3078084

成熟--高密度81 3458684

成熟過程なし低密度-7613

成熟高密度--8573

成熟高密度高密度低密度98 4358731

精巣上体精巣総排泄腔BWt (kg)TL (mm)SCL (mm)月

精子密度
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表５．成熟雄５個体の精巣重量と精巣上体重量．
SCL：標準直甲長，BWt：体重，TL：尾長，PL：陰核長，
TWｔ：精巣重量，EWｔ：精巣上体重量．

82.8221.2325-8085412

35.536.5310390106.79448

122.3127.823644086.958775

98.9214.5---8573

115.6197.3342435988731

EWt (g )TWt (g )PL (mm)TL (mm)BWt (kg )SCL (mm)month
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